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Library Information
図書館だより図書館だより

■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室　☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110

★新着図書紹介（上野図書館）

６月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　

  ８日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 10：30 ～ 30 分程度 おはなしの会
15 日（土） いがまち公民館会議室（和室） 10：00 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「ぶらんこ」
15 日（土） 大山田公民館図書室えほんのへや 10：30 ～ 30 分程度 おはなしたいむ　＊おはなしボランティア「きらきら」
16 日（日） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」
18 日（火） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」
19 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 15：00 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」
22 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 10：30 ～ 30 分程度 おはなしの会　＊おはなしクラブ「いがぐり」
25 日（火） 島ヶ原地区市民センター 10：00 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「ネェよんで」
26 日（水） 青山公民館図書室絵本のコーナー 10：30 ～ 30 分程度 おはなしなあに？

７月３日（水）いがまち公民館会議室（和室） 10：00 ～１時間程度 絵本の時間　＊読み聞かせボランティア「お話の国のアリス」
　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします

■絵本
『えんそく おにぎり』

宮野　聡子／作
　遠足で、山登りに出かけ
るきみちゃん。お母さんと
いっしょに作った大好きな
　おにぎりをお弁当に持ち
　　ました。はじめて自分
　　　でにぎったおにぎり
　　　　は、どんな味がす
　　　　るのかな。

■一般書　
『さらさらさん』

大野　更紗／著
　ある日、原因不明の難病
を発症し、深刻な状況に置
かれているはずの著者。し
かし、難病と向き合いつつ
　　　　過ごす日々を綴っ
　　　　　た文章は、知性
　　　　　とユーモアにあ
　　　　　ふれています。

■一般書　
『死ぬまでに観ておきたい
　　　  世界の絵画 1001』
スティーヴン・ファージング

／編
　さまざまな時代、地域か
ら選び抜かれた 1001 点
の絵画をカラーで掲載。年
代順に並べられた各作品に
は、それぞれ詳しい解説が
つき、読み物としても楽し
めます。

■児童書
『クマに森を返そうよ』

沢田　俊子／著
　近年、クマが人里に現れ、
ときには人間を襲うという
ニュースが増えています。
　人とクマがお互いにルー
ルを守り、共に生きて
いくにはどうすればよ
いのか、みんなで考
えてみましょう。
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。
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▲喰代周辺の風景


